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収
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城
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会
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員
一
般
選
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選
挙
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お
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当
選
の
効
力
に
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す
る
異

議
申
出
に
対
す
る
決
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一
一

〇
宮
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
亘
理
選
挙
区
）
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
異

議
申
出
に
対
す
る
決
定�

　

一
二

人
事
委
員
会

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
二
―
一
（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規

則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

　

一
四

規

則

　

庁
用
自
動
車
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
八
十
二
号

　
　
　

�

庁
用
自
動
車
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

庁
用
自
動
車
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
宮
城
県
規
則
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
条
第
一
項
中
「
も
の
と
す
る
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
と
と
も
に
、
速
や
か
に
安
全
運
転
管
理
者
等
選
任

（
解
任
）
報
告
書
（
様
式
第
二
号
）
に
よ
り
総
務
部
長
に
そ
の
旨
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
も
の
と
す
る
」

に
改
め
る
。

　

第
十
条
の
二
中
第
四
項
を
削
り
、
第
五
項
を
第
四
項
と
す
る
。

　

第
十
一
条
第
二
項
中
「
当
た
つ
て
」
を
「
当
た
っ
て
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
様
式
第
三
号
」
の
下
に
「
。
以

下
「
使
用
簿
」
と
い
う
。」
を
加
え
、
同
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
あ
つ
て
」
を
「
あ
っ
て
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
あ
つ
て
」
を
「
あ
っ
て
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と

し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３�　

使
用
簿
は
、
当
該
使
用
簿
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他

人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報

処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）
を
も
っ
て
、
当
該
使
用
簿
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
十
二
条
第
三
項
中
「
自
動
車
運
転
記
録
簿
兼
庁
用
自
動
車
使
用
簿
（
旅
行
命
令
（
依
頼
）
票
）」
を
「
使
用
簿
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４　

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
使
用
簿
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　

様
式
第
一
号
中
「，

」
を
「、
」
に
改
め
る
。
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様
式
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
二
号　

削
除

　

様
式
第
三
号
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
庁
用
自
動
車
管
理
規
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
改
正
後
の
庁
用
自
動
車
管
理
規
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

訓

令

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
二
十
七
号

　

文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

�

文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

文
書
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
第
二
号
⑵
中
「
自
振
第　
　
　
　

号　
　
　
　

自
動
車
産
業
振
興
室
」
を

「
自
振
第　
　
　
　

号　
　
　
　

自
動
車
産
業
振
興
室　

　

半
振
第　
　
　
　

号　
　
　
　

半
導
体
産
業
振
興
室
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
文
書
規
程
の
規
定
は
、
同
月
一
日
か
ら
適
用
す

る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
八
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法

律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
指

定
し
た
介
護
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
九
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
病
院
を

救
急
病
院
と
認
定
し
た
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

認
定
年
月
日

認
定
の
有
効
期
限

公
立
加
美
病
院

色
麻
町
四
竃
字
杉
成
九
番
地

令
和
五
年
十
二
月
十
三

日

令
和
八
年
十
二
月
十
二

日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
号

　

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
百
二
十
五
条
の
六
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
の
あ
っ
た
次
の
加
入
区
に
係
る
区
域
内
特
定
養
殖

業
者
の
共
済
契
約
の
締
結
の
申
込
み
又
は
規
約
の
設
定
に
つ
い
て
の
同
意
は
、
法
第
百
二
十
五
条
の
六
第
一
項
に
規
定

す
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
認
め
る
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

加
入
区
の

名　
　

称

区　
　

域

同
意
成
立
の

届
出
年
月
日

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

養
殖
業
の
種
類

区
域
内
特
定

養
殖
業
者
数

宮
城
県
第

百
九
加
入

区

平
成
十
九
年
宮

城
県
告
示
第
三

百
十
八
号
（
漁

業
災
害
補
償
法

に
基
づ
く
漁
業

共
済
に
係
る
加

入
区
の
設
定
）

で
告
示
さ
れ
た

宮
城
県
漁
業
協

同
組
合
の
歌
津

支
所
の
地
区
の

う
ち
寄
木
の
区

域

令
和
五
年
十
一

月
二
十
八
日

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字

寄
木
百
三－

三

畠
山　

英
市

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字

寄
木
四
十
三－

九

畠
山　

克
則

漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
十
八

条
の
四
に
規
定

す
る
わ
か
め
養

殖
業

十
一
人

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
一
号

　

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
百
二
十
五
条
の
六
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
の
あ
っ
た
次
の
加
入
区
に
係
る
区
域
内
特
定
養
殖

業
者
の
共
済
契
約
の
締
結
の
申
込
み
又
は
規
約
の
設
定
に
つ
い
て
の
同
意
は
、
法
第
百
二
十
五
条
の
六
第
一
項
に
規
定

す
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
認
め
る
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

加
入
区
の

名　
　

称

区　
　

域

同
意
成
立
の

届
出
年
月
日

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

養
殖
業
の
種
類

区
域
内
特
定

養
殖
業
者
数

宮
城
県
第

百
十
加
入

区

平
成
十
九
年
宮

城
県
告
示
第
三

百
十
八
号
（
漁

業
災
害
補
償
法

に
基
づ
く
漁
業

共
済
に
係
る
加

入
区
の
設
定
）

で
告
示
さ
れ
た

宮
城
県
漁
業
協

同
組
合
の
歌
津

支
所
の
地
区
の

う
ち
町
向
、
皿

貝
の
区
域

令
和
五
年
十
一

月
二
十
八
日

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字

寄
木
五
十
三－

五
十
九

畠
山　

司

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字

寄
木
五
十
三－

四
十
七

千
葉　

俊
浩

漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
十
八

条
の
四
に
規
定

す
る
わ
か
め
養

殖
業

六
人

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
二
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

角
田
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

水
源
の
涵か

ん

養

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

事　

業　

所　

の　

名　

称

事　

業　

所　

の　

所　

在　

地

開
設
者
の
名
称

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

廃
止
年
月
日

介
護
支
援
相
談
室
楠
杜
の
丘

黒
川
郡
大
和
町
杜
の
丘
一
丁
目
一
四
番
二

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
株
式
会
社

居
宅
介
護
支
援

令
和
五
年
十
一
月
三
十
日
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１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈡�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
及
び
角
田
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
三
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

大
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

水
源
の
涵か

ん

養

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　
　

⑵�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

大
崎
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　
　

⑵�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
及
び
大
崎
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
四
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

柴
田
郡
川
崎
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

柴
田
郡
川
崎
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　

㈡　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈢�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈣　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林
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整
備
課
）
並
び
に
川
崎
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部
土

木
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

四
五
七
号

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

栗
原
市
一
迫
字
長
崎
下
大
土
二
六
番
一
地
先

か
ら

同
市
一
迫
字
長
崎
西
沢
一
六
番
三
七
地
先
ま

で

前
Ａ
　

七
・
四
～

�
三
八
・
四

一
、
七
九
一
・
〇
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

　

Ｂ

　
　
　

　
　
　

後
Ａ
　

七
・
四
～

�

三
八
・
四

一
、
七
九
一
・
〇

　

Ｂ

一
二
・
四
～

�

一
〇
八
・
二

一
、
三
〇
〇
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

馬
場
只
越
線

三　

道
路
の
区
域

変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

気
仙
沼
市
唐
桑
町
只
越
一
二
一
番
一
地
先
か

ら同
市
唐
桑
町
只
越
無
番
地
先
ま
で

前
Ａ
　

四
・
〇
～

�

三
六
・
一

�

七
二
八
・
八
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

　

Ｂ

一
二
・
五
～

�

五
六
・
三

�

五
七
五
・
一

後
Ａ

　
　
　

　
　
　

　

Ｂ

一
二
・
五
～

�

五
六
・
三

�

五
七
五
・
一

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
七
号

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
宮
城
県
仙
台
土
木
事
務
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

要
害
の
二
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

　

�　

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
標
柱
十
二
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
標
柱

十
二
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
並
び
に
標
柱
十
三
号
か
ら
標
柱
十
九
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

標
柱
十
三
号
と
標
柱
十
九
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
並
び
に
標
柱
二
十
号
か
ら
標
柱
二
十
三
号
ま
で

を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
二
十
号
と
標
柱
二
十
三
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
並
び
に
標
柱
二
十
四

号
か
ら
標
柱
四
十
三
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
二
十
四
号
と
標
柱
四
十
三
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土

地
の
区
域
並
び
に
標
柱
四
十
四
号
か
ら
標
柱
五
十
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
四
十
四
号
と
標
柱
五
十
号
を

結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

郡　

市

町
村
区

大　

字

字

地　
　

番

標
柱
番
号

宮
城
郡

七
ヶ
浜
町

東
宮
浜

左
道

十
番
一

一
号
及
び
二
号

十
一
番
一

三
号

十
三
番

四
号
か
ら
七
号
ま
で

十
六
番

八
号
及
び
九
号
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十
三
番

十
号

十
六
番

十
一
号
及
び
十
二
号

十
三
番

十
三
号
及
び
十
四
号

十
六
番

十
五
号
か
ら
十
七
号
ま

で

十
三
番

十
八
号
及
び
十
九
号

十
五
番
一

二
十
号
及
び
二
十
一
号

十
六
番

二
十
二
号
及
び
二
十
三

号

十
五
番
二

二
十
四
号

十
五
番
三

二
十
五
号
及
び
二
十
六

号

十
五
番
六

二
十
七
号

四
十
四
番
二

二
十
八
号

四
十
九
番
一

二
十
九
号

無
番
地

三
十
号

六
十
六
番
一

三
十
一
号

六
十
六
番
六

三
十
二
号
及
び
三
十
三

号

六
十
六
番
四

三
十
四
号

三
十
八
番
一

三
十
五
号

四
十
番

三
十
六
号
及
び
三
十
七

号

四
十
四
番
二

三
十
八
号
及
び
三
十
九

号

四
十
四
番
一

四
十
号

十
六
番

四
十
一
号
か
ら
四
十
三

号
ま
で

三
十
八
番
二

四
十
四
号
か
ら
四
十
六

号
ま
で

三
十
八
番
一

四
十
七
号
か
ら
五
十
号

ま
で

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
百
三
十
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

阿
部
ま
さ
よ
し
後
援
会

阿
部　

正
義

阿
部
美
沙
子

名
取
市
名
取
が
丘
六－

一－

八－

一

令
和
五
年

�

十
一
月
七
日

石
森
ゆ
う
じ
後
援
会

石
森　

悠
士

石
森　

美
空

仙
台
市
青
葉
区
中
江
一－

一
〇－

一
〇

令
和
五
年

�

十
一
月
二
十
一
日

石
山
け
い
き
後
援
会

石
山　

敬
貴

石
山　

敬
貴

加
美
郡
加
美
町
字
南
寺
宿
七－

六

令
和
五
年

�

五
月
二
十
六
日

板
橋
勇
後
援
会

二
階
堂
久
男

菅
野　

京
子

伊
具
郡
丸
森
町
金
山
字
田
林
二－

二

令
和
五
年

�

十
月
三
十
一
日

大
内
直
子
後
援
会

伊
藤　

直
子

伊
藤　

直
子

加
美
郡
色
麻
町
高
根
字
浜
ノ
沢
北
三
四

令
和
五
年

�

十
一
月
九
日

大
村
こ
う
い
ち
後
援
会

大
村　

晃
一

宮
武　
　

聡

岩
沼
市
三
色
吉
字
水
神
二
八

令
和
五
年

�

十
一
月
十
日

小
野
よ
し
か
つ
後
援
会

小
野　

義
勝

小
野　

義
勝

伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字
岩
ノ
入
九

令
和
五
年

�

十
月
二
十
五
日

金
森
裕
之
後
援
会

金
森　

裕
之

金
森　

裕
之

伊
具
郡
丸
森
町
筆
甫
字
平
松
前
二
九－

一

令
和
五
年

�

十
月
二
十
五
日

澤
田
ゆ
う
す
け
後
援
会

澤
田　

裕
輔

澤
田　

裕
輔

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
田
沢
字
浜
道
六
八

番
地
四

令
和
五
年

�

十
一
月
一
日
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せ
ら
れ
い
後
援
会

世
良　

玲
二

世
良　

玲
二

名
取
市
上
余
田
字
千
刈
田
八
六
六－

二

令
和
五
年

�

十
一
月
二
十
二
日

丸
子
な
お
き
後
援
会

渡
邊　

博
孝

森　
　

政
信

亘
理
郡
山
元
町
山
寺
字
北
坪
路
一－

一

四
四

令
和
五
年

�

十
月
十
八
日

ゆ
う
た
ろ
う
後
援
会

一
條
裕
太
郎

一
條
裕
太
郎

遠
田
郡
涌
谷
町
涌
谷
字
下
町
一－

二

令
和
五
年

�

十
一
月
一
日

黎
和
会

渡
辺　

重
益

渡
辺　

美
和

亘
理
郡
亘
理
町
吉
田
字
小
橋
一
四
五

令
和
五
年

�

十
一
月
二
十
七
日

渡
辺
政
巳
後
援
会

後
藤　

浩
一

渡
辺　

水
保

伊
具
郡
丸
森
町
字
上
滝
西
四
四

令
和
五
年

�

十
月
三
十
一
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
三
十
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

公
明
党
宮
城
県
本
部

庄
子　

賢
一

会
計
責
任
者

の

氏

名

横
山　
　

昇

鈴
木　

広
康

令
和
五
年

�

十
一
月
十
二
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

愛
と
緑
と
活
力
あ
る
県

政
研
究
会

三
浦　

晃
仁

代

表

者

の

氏

名

三
浦　

晃
仁

赤
間　
　

仁

令
和
五
年

�
十
一
月
九
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

太
田　

雅
人

佐
藤　

達
也

一
条
お
さ
む
後
援
会

一
條　
　

己

会
計
責
任
者

の

氏

名

宍
戸　

和
雄

菊
地
千
代
治

令
和
五
年

�

十
月
十
日

吉
川
ひ
ろ
や
す
を
囲
む

会

大
沼　

淳
司

代

表

者

の

氏

名

大
沼　

淳
司

八
重
樫
和
彦

令
和
五
年

�

十
一
月
九
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

山
本　

泰
裕

石
田　

竜
也

佐
々
木
と
し
お
後
援
会

佐
々
木
敏
雄

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

遠
田
郡
涌
谷
町
涌

谷
字
浦
町
前
西
三

九－

一

遠
田
郡
涌
谷
町
涌

谷
字
浦
町
前
東
一

令
和
五
年

�

四
月
二
十
五
日

佐
々
木
み
さ
子
後
援
会

宮
崎　

光
善

代

表

者

の

氏

名

宮
崎　

光
善

木
村　
　

溥

令
和
五
年

�

十
一
月
六
日

ふ
る
さ
と
宮
城
会

佐
藤
わ
か
子

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
本

町
三－

六－

五

仙
台
市
青
葉
区
一

番
町
二－

五－

一

二

令
和
五
年

�

十
一
月
十
四
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
三
十
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日

板
橋
勇
後
援
会

二
階
堂
久
男

令
和
五
年
十
月
三
十
日

大
村
晃
一
後
援
会

大
村　

晃
一

令
和
五
年
十
一
月
六
日

か
ん
ま
進
後
援
会
連
合
会

北
田　

一
浩

令
和
五
年
十
一
月
十
三
日

か
ん
ま
進
の
会

菅
間　
　

進

令
和
五
年
十
一
月
十
三
日

木
村
範
雄
後
援
会

小
幡　

博
信

令
和
五
年
九
月
三
十
日

木
村
み
の
る
後
援
会

浅
野　

宣
充

令
和
五
年
九
月
三
十
日

佐
藤
恵
子
後
援
会

山
田　
　

裕

令
和
五
年
九
月
三
十
日

さ
わ
い
俊
一
後
援
会

沢
井　

俊
一

令
和
五
年
十
一
月
十
三
日

鈴
木
保
博
後
援
会

鈴
木　

忠
一

令
和
五
年
十
月
十
五
日

曽
我
ミ
ヨ
後
援
会

遠
藤　
　

実

令
和
五
年
九
月
三
十
日

千
葉
勇
治
後
援
会

山
﨑　

克
己

令
和
五
年
九
月
三
十
日

戸
津
川
晴
美
後
援
会

斉
藤　

規
夫

令
和
五
年
九
月
三
十
日

皆
川
ゆ
う
じ
後
援
会

由
野　

敏
明

令
和
五
年
十
一
月
十
日

安
田
知
己
後
援
会

平
良　
　

實

令
和
五
年
九
月
三
十
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
三
十
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
政
治
団
体
か
ら
令
和
元
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
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〇
宮
選
管
告
示
第
百
三
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
政
治
団
体
か
ら
令
和
二
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
百
三
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
政
治
団
体
か
ら
令
和
三
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
百
三
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
政
治
団
体
か
ら
令
和
四
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

大
村
晃
一
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
大
村
　
晃
一

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
岩
沼
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
５
.�11.�10（

５
.�11.�６

解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

大
村
晃
一
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
大
村
　
晃
一

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
岩
沼
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
５
.�11.�10（

５
.�11.�６

解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

大
村
晃
一
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
大
村
　
晃
一

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
岩
沼
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
５
.�11.�10（

５
.�11.�６

解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

板
橋
勇
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
.�10.�30（

５
.�10.�30解

散
）

（
資
金
管
理
団
体
）

大
村
晃
一
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
大
村
　
晃
一

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
岩
沼
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
５
.�11.�10（

５
.�11.�６

解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

板
橋
勇
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
.�10.�30（

５
.�10.�30解

散
）

１
　
収
入
総
額

35,237

　
　
　
前
年
繰
越
額

35,237

２
　
支
出
総
額

0
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〇
宮
選
管
告
示
第
百
三
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
政
治
団
体
か
ら
令
和
五
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

１
　
収
入
総
額

185,237

　
　
　
前
年
繰
越
額

35,237

　
　
　
本
年
収
入
額

150,000

２
　
支
出
総
額

121,000

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

150,000

　
　
　
個
人
分

150,000

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

121,000

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

121,000

　
　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
事
業
費

121,000

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
板
橋
　
勇

150,000
伊
具
郡
丸
森
町

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
宮
城
県
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
５
.�11.�15（

５
.�11.�13解

散
）

１
　
収
入
総
額

2,267,943

　
　
　
前
年
繰
越
額

1,004,942

　
　
　
本
年
収
入
額

1,263,001

２
　
支
出
総
額

2,267,943

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

1,263,000

　
　
　
個
人
分

1,263,000

　
　
そ
の
他
の
収
入

1

　
　
　
一
件
十
万
円
未
満
の
も
の

1

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

2,267,943

　
　
　
寄
附
・
交
付
金

2,197,148

　
　
　
そ
の
他
の
経
費

70,795

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

1,263,000

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

板
橋
勇
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
.�10.�30（

５
.�10.�30解

散
）

１
　
収
入
総
額

104,237

　
　
　
前
年
繰
越
額

64,237

　
　
　
本
年
収
入
額

40,000

２
　
支
出
総
額

80,300

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

40,000

　
　
　
個
人
分

40,000

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

80,300

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

80,300

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

大
村
晃
一
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
大
村
　
晃
一

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
岩
沼
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
５
.�11.�10（

５
.�11.�６

解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

か
ん
ま
進
の
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
菅
間
　
　
進
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機
関
紙
誌
の
発
行
事
業
費

72,050

　
　
　
　
宣
伝
事
業
費

8,250

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

40,000

か
ん
ま
進
後
援
会
連
合
会

報
告
年
月
日
　
５
.�11.�15（

５
.�11.�13解

散
）

１
　
収
入
総
額

2,581,232

　
　
　
前
年
繰
越
額

384,082

　
　
　
本
年
収
入
額

2,197,150

２
　
支
出
総
額

2,204,798

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

2,197,148

　
　
　
政
治
団
体
分

2,197,148

　
　
そ
の
他
の
収
入

2

　
　
　
一
件
十
万
円
未
満
の
も
の

2

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

1,406,438

　
　
　
人
件
費

797,711

　
　
　
光
熱
水
費

43,600

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

147,470

　
　
　
事
務
所
費

417,657

　
　
政
治
活
動
費

798,360

　
　
　
組
織
活
動
費

65,692

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

732,668

　
　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
事
業
費

635,418

　
　
　
　
宣
伝
事
業
費

97,250

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
政
治
団
体
分
〕

　
　
か
ん
ま
進
の
会

2,197,148
仙
台
市
青
葉
区

木
村
範
雄
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
.�11.�６

（
５
.�９
.�30解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

木
村
み
の
る
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
.�11.�６

（
５
.�９
.�30解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

佐
藤
恵
子
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
.�11.�６

（
５
.�９
.�30解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

さ
わ
い
俊
一
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
.�11.�14（

５
.�11.�13解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

鈴
木
保
博
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
.�11.�６

（
５
.�10.�15解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

曽
我
ミ
ヨ
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
.�11.�６

（
５
.�９
.�30解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

千
葉
勇
治
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
.�11.�６

（
５
.�９
.�30解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

戸
津
川
晴
美
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
.�11.�６

（
５
.�９
.�30解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0
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〇
宮
選
管
告
示
第
百
三
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
百
三
十
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
百
四
十
号

　

令
和
五
年
十
月
二
十
二
日
執
行
の
宮
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
青
葉
選
挙
区
）
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
し
、

仙
台
市
青
葉
区
南
吉
成
五
丁
目
十
二
番
二
号　

高
橋
秀
幸
か
ら
提
起
さ
れ
た
異
議
申
出
に
つ
い
て
、
当
委
員
会
は
、
令

和
五
年
十
二
月
七
日
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

皆
川
ゆ
う
じ
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
.�11.�16（

５
.�11.�10解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

安
田
知
己
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
.�11.�６

（
５
.�９
.�30解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
（
代

表
者
）
の
氏

名

　

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　

指
定
年
月
日

石
森　

悠
士

宮
城
県
議
会
議
員

石
森
ゆ
う
じ
後
援
会

仙
台
市
青
葉
区
中
江
一－
一
〇－

一

〇

令
和
五
年

�

十
月
六
日

一
條
裕
太
郎

涌
谷
町
議
会
議
員

ゆ
う
た
ろ
う
後
援
会

遠
田
郡
涌
谷
町
涌
谷
字
下
町
一－
二

令
和
五
年

�

十
一
月
一
日

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

資
金
管
理
団
体
で
な
く

な
っ
た
年
月
日　
　
　

大
村　

晃
一

大
村
晃
一
後
援
会

令
和
五
年
十
一
月
六
日

菅
間　
　

進

か
ん
ま
進
の
会

令
和
五
年
十
一
月
十
三
日

決
　
　
　
定
　
　
　
書

�
異
議
申
出
人
　
住
所
　
仙
台
市
青
葉
区
南
吉
成
五
丁
目
12番
２
号
　
　

�
氏
名
　
高
　
橋
　
秀
　
幸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
異
議
申
出
人
（
以
下
「
申
出
人
」
と
い
う
。）
か
ら
令
和
５
年
11月
６
日
付
け
で
提
起
さ
れ
た
令
和
５
年
10月
22日

執
行
の
宮
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
青
葉
選
挙
区
）（
以
下
「
本
件
選
挙
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関

す
る
異
議
の
申
出
に
つ
い
て
、
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
当
委
員
会
」
と
い
う
。）
は
、
次
の
と
お
り
決
定

す
る
。

主
　
　
　
　
　
文

　
本
件
異
議
の
申
出
を
棄
却
す
る
。

異
議
申
出
の
要
旨

　
申
出
人
の
申
出
の
趣
旨
は
、
本
件
選
挙
に
お
け
る
当
選
人
石
森
悠
士
（
以
下
「
本
件
当
選
人
」
と
い
う
。）
の
当
選

を
無
効
と
す
る
旨
の
決
定
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
申
出
人
の
理
由
及
び
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
、
異
議
申
出
書
を
基
に
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
本
件
当
選
人
は
、
令
和
５
年
10月
８
日
に
動
画
サ
イ
ト
「
Y
ouT
ube」

に
自
ら
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
動
画
「
石
森

ゆ
う
じ
　
青
葉
区
生
ま
れ
、
青
葉
区
育
ち
」（
以
下
「
本
件
動
画
」
と
い
う
。）
を
公
開
し
、
同
月
26日
時
点
で
視
聴
回

数
１
万
６
千
回
を
超
え
て
い
る
。
通
常
、
視
聴
回
数
が
急
増
す
る
こ
と
は
な
く
、
本
件
当
選
人
の
他
の
動
画
と
比
較
し

て
も
、
本
件
動
画
が
突
出
し
て
お
り
、
有
料
広
告
と
し
て
本
件
動
画
を
配
信
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
他
選
挙
区
に

お
け
る
候
補
者
に
よ
る
告
示
日
前
の
政
治
活
動
用
の
動
画
広
告
の
視
聴
回
数
と
比
較
す
る
と
、
告
示
日
前
日
ま
で
の
５
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〇
宮
選
管
告
示
第
百
四
十
一
号

　

令
和
五
年
十
月
二
十
二
日
執
行
の
宮
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
亘
理
選
挙
区
）
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関
し
、

亘
理
郡
亘
理
町
吉
田
字
中
原
五
十
五
番
地
四
百
二
十
四　

亀
井
大
輔
か
ら
提
起
さ
れ
た
異
議
申
出
に
つ
い
て
、
当
委
員

会
は
、
令
和
五
年
十
二
月
七
日
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

日
間
の
み
で
得
ら
れ
た
視
聴
回
数
と
は
考
え
に
く
く
、
選
挙
運
動
期
間
中
に
有
料
広
告
と
し
て
配
信
し
て
い
た
状
況
証

拠
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
公
職
選
挙
法
（
昭
和
25年

法
律
第
100号

。
以
下
「
公
選
法
」
と
い
う
。）
第
142条

に
違

反
す
る
も
の
で
、
最
上
位
落
選
人
と
の
得
票
差
が
42票
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
影
響
力
が
相
当
大
き
な
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
、
本
件
当
選
人
の
公
選
法
違
反
を
指
摘
す
る
記
事
も
散
見
さ
れ
、
複
数
の

違
反
が
疑
わ
れ
る
状
況
に
間
違
い
な
い
。

決
定
の
理
由

　
当
委
員
会
は
、
本
件
異
議
の
申
出
が
要
件
を
備
え
て
い
る
た
め
、
適
法
と
認
め
て
受
理
し
、
ま
た
、
申
出
人
の
証
拠

書
類
等
の
追
加
提
出
の
有
無
を
確
認
す
る
な
ど
、
慎
重
に
審
理
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
な
お
、
申
出
人
に
対
し
、
申
立
て
が
あ
れ
ば
口
頭
意
見
陳
述
の
機
会
が
付
与
さ
れ
る
旨
を
伝
え
た
が
、
そ
の
申
立
て

は
無
か
っ
た
。

１
　
当
選
の
効
力
に
つ
い
て

　
⑴
　
当
選
無
効
の
判
断
基
準

　
　
�　
公
選
法
第
206条

及
び
同
法
第
207条

に
規
定
す
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
争
訟
に
お
い
て
当
選
無
効
と
な
る
違

法
事
由
は
、「
当
選
人
決
定
に
つ
い
て
の
違
法
即
ち
、
当
選
人
を
決
定
し
た
機
関
の
構
成
や
決
定
手
続
の
違
法
、

各
候
補
者
の
有
効
投
票
数
の
算
定
の
違
法
、
当
選
人
と
な
り
得
る
資
格
の
有
無
の
認
定
に
関
す
る
違
法
等
の
み
が

こ
れ
に
当
た
る
も
の
」（
名
古
屋
高
等
裁
判
所
平
成
４
年
12月
17日

判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
公
選
法
第

251条
に
お
い
て
、
そ
の
罰
則
に
該
当
す
る
行
為
に
つ
き
有
罪
判
決
が
確
定
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
当
選
を
無
効

と
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
当
選
人
の
違
反
行
為
の
有
無
及
び
罰
則
の
該
当
に
つ
い
て
の
認
定
判
断
は
、

「
専
ら
刑
事
上
の
訴
追
と
そ
の
結
果
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
仮
に
当
該
選
挙
に
関
し
て

公
選
法
上
の
罰
則
に
掲
げ
る
罪
を
客
観
的
に
犯
し
た
と
し
て
も
、
当
選
人
が
そ
の
犯
罪
（
但
し
、
公
選
法
第
251

条
所
定
の
罪
に
限
る
。）
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
限
り
、
当
該
選
挙
に
関
し
て
当
選
人
が
現
実
に

右
罰
則
該
当
の
行
為
を
し
た
と
い
う
事
実
の
み
を
理
由
と
し
て
当
該
当
選
人
の
当
選
無
効
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」（
名
古
屋
高
等
裁
判
所
平
成
４
年
12月
17日
判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
�　
更
に
、
仮
に
当
選
人
の
行
為
が
公
選
法
の
罰
則
に
該
当
す
る
行
為
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
当
選
人
が
同
法
251

条
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
る
等
の
こ
と
の
な
い
以
上
、
そ
れ
が
た
め
に
当
然
に
、
当
選
人
の
当
選
が
無
効
と
な
る

も
の
で
な
い
。」（
最
高
裁
判
所
昭
和
30年
５
月
20日
判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　
⑵
　
当
選
の
無
効
に
つ
い
て
の
判
断

　
　
�　
上
記
⑴
の
と
お
り
、
当
選
の
効
力
に
関
す
る
争
訟
に
お
い
て
は
、
当
選
人
ら
の
行
為
が
選
挙
犯
罪
に
該
当
す
る

か
否
か
を
審
理
判
断
し
て
こ
れ
を
理
由
に
当
選
を
無
効
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
�　
よ
っ
て
、
申
出
人
の
主
張
は
、
い
ず
れ
も
当
選
を
決
定
し
た
機
関
の
構
成
や
決
定
手
続
の
違
反
等
に
関
す
る
も

の
と
は
言
え
ず
、
当
選
無
効
と
な
る
違
法
事
由
に
該
当
し
な
い
こ
と
か
ら
、
当
選
無
効
と
す
る
原
因
と
は
な
り
得

な
い
。

　
⑶
　
そ
の
他

　
　
�　
申
出
人
は
、
本
件
当
選
人
の
様
々
な
公
選
法
違
反
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
が
、
選
挙
の
取
締
り
に
関
す
る
規
定

の
執
行
に
つ
い
て
は
、
公
選
法
第
７
条
の
規
定
の
と
お
り
、
検
察
官
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会
委
員
及
び
警
察
官

が
そ
の
任
に
当
た
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、「
選
挙
管
理
委
員
会
は
も
と
も
と
選
挙
違
反
に
関
す
る
具
体
的

案
件
に
つ
き
当
該
行
為
が
違
法
で
あ
る
か
否
か
の
審
査
判
断
を
な
す
べ
き
義
務
も
権
限
も
な
く
違
反
行
為
を
取
締

る
べ
き
地
位
に
は
な
い
」（
東
京
高
等
裁
判
所
昭
和
50年
２
月
26日
判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
公
職
選
挙

に
お
い
て
当
選
人
と
決
定
さ
れ
た
者
も
し
く
は
選
挙
運
動
総
括
主
宰
者
等
が
公
選
法
の
い
ず
れ
か
の
罰
則
に
違
反

す
る
行
為
を
し
た
か
否
か
、
こ
れ
に
つ
き
如
何
な
る
刑
に
処
す
べ
き
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
同
法
206条

、
207

条
所
定
の
手
続
に
お
い
て
異
議
決
定
も
し
く
は
訴
願
裁
決
を
す
る
選
挙
管
理
委
員
会
ま
た
は
当
選
の
効
力
に
関
す

る
裁
判
を
す
る
裁
判
所
は
こ
れ
を
審
理
判
定
す
る
責
務
権
限
を
有
し
な
い
。」（
最
高
裁
判
所
昭
和
35年
９
月
13日

判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
委
員
会
は
そ
の
権
限
を
有
し
な
い
。

２
　
結
論

　
�　
以
上
の
と
お
り
、
申
出
人
が
主
張
す
る
当
選
無
効
の
異
議
の
申
出
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
。

　
�　
よ
っ
て
、
当
委
員
会
は
、
公
選
法
第
216条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
26年

法

律
第
68号
）
第
45条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
主
文
の
と
お
り
決
定
す
る
。

　
　
令
和
５
年
12月
７
日

�
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　

�
委
員
長
　
　
　
　
皆
　
川
　
章
太
郎
　
　
　

�
委
　
員
　
　
　
　
小
　
野
　
純
一
郎
　
　
　

�
委
　
員
　
　
　
　
植
　
木
　
俊
　
哉
　
　
　

�
委
　
員
　
　
　
　
戸
　
井
　
秀
　
一
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決
　
　
　
定
　
　
　
書

�
異
議
申
出
人
　
住
所
　
亘
理
郡
亘
理
町
吉
田
字
中
原
55番
地
424
　
　

�
氏
名
　
亀
　
井
　
大
　
輔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
異
議
申
出
人
（
以
下
「
申
出
人
」
と
い
う
。）
か
ら
令
和
５
年
11月
７
日
付
け
で
提
起
さ
れ
た
令
和
５
年
10月
22日

執
行
の
宮
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
亘
理
選
挙
区
）（
以
下
「
本
件
選
挙
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
当
選
の
効
力
に
関

す
る
異
議
の
申
出
に
つ
い
て
、
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下
「
当
委
員
会
」
と
い
う
。）
は
、
次
の
と
お
り
決
定

す
る
。

主
　
　
　
　
　
文

　
本
件
異
議
の
申
出
を
棄
却
す
る
。

異
議
申
出
の
要
旨

　
申
出
人
の
申
出
の
趣
旨
は
、
本
件
選
挙
に
お
け
る
当
選
人
渡
邉
重
益
（
以
下
「
本
件
当
選
人
」
と
い
う
。）
の
当
選

を
無
効
と
す
る
旨
の
決
定
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
申
出
人
の
理
由
及
び
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
、
異
議
申
出
書
等
を
基
に
要
約
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
�　
本
件
当
選
人
が
選
挙
公
報
に
掲
載
し
た
経
歴
等
に
つ
い
て
、
申
出
人
が
関
係
機
関
に
確
認
を
し
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
容
易
に
回
答
で
き
る
内
容
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
の
機
関
か
ら
も
回
答
が
得
ら
れ
ず
、
一
部
の
機

関
の
対
応
は
疑
念
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
り
、公
職
選
挙
法（
昭
和
25年
法
律
第
100号

。
以
下「
公
選
法
」と
い
う
。）

第
235条

（
虚
偽
事
項
の
公
表
罪
）
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

２
�　
本
件
当
選
人
が
選
挙
公
報
に
掲
載
し
た
経
歴
に
つ
い
て
、
他
の
候
補
者
や
選
挙
人
が
確
認
す
る
方
法
が
制
度
と
し

て
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
定
の
集
落
で
違
反
に
よ
る
不
健
全
な
連
帯
を
蔓
延
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
公
選
法
第

１
条
で
公
選
法
の
目
的
と
さ
れ
る
選
挙
の
公
明
か
つ
適
正
な
執
行
、
民
主
主
義
の
健
全
な
発
達
等
の
脅
威
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
申
出
人
が
問
い
合
わ
せ
し
た
関
係
機
関
は
、
個
人
情
報
保
護
等
を
理
由
に
申
出
人
個
人
に
は
答
え
ら
れ

な
い
と
し
つ
つ
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
調
査
で
あ
れ
ば
回
答
す
る
余
地
が
あ
る
と
し
て
お
り
、
公
選
法
の
目
的

に
照
ら
し
、
申
出
人
の
調
査
内
容
を
職
権
で
調
べ
る
こ
と
を
求
め
る
。

決
定
の
理
由

　
当
委
員
会
は
、
本
件
異
議
の
申
出
が
要
件
を
備
え
て
い
る
た
め
、
適
法
と
認
め
て
受
理
し
、
ま
た
、
申
出
人
の
証
拠

書
類
等
の
追
加
提
出
の
有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
申
出
人
の
申
立
て
に
基
づ
き
口
頭
意
見
陳
述
を
実
施
す
る
な

ど
、
慎
重
に
審
理
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
　
当
選
の
効
力
に
つ
い
て

　
⑴
　
当
選
無
効
の
判
断
基
準

　
　
�　
公
選
法
第
206条

及
び
同
法
第
207条

に
規
定
す
る
当
選
の
効
力
に
関
す
る
争
訟
に
お
い
て
当
選
無
効
と
な
る
違

法
事
由
は
、「
当
選
人
決
定
に
つ
い
て
の
違
法
即
ち
、
当
選
人
を
決
定
し
た
機
関
の
構
成
や
決
定
手
続
の
違
法
、

各
候
補
者
の
有
効
投
票
数
の
算
定
の
違
法
、
当
選
人
と
な
り
得
る
資
格
の
有
無
の
認
定
に
関
す
る
違
法
等
の
み
が

こ
れ
に
当
た
る
も
の
」（
名
古
屋
高
等
裁
判
所
平
成
４
年
12月
17日

判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
公
選
法
第

251条
に
お
い
て
、
そ
の
罰
則
に
該
当
す
る
行
為
に
つ
き
有
罪
判
決
が
確
定
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
当
選
を
無
効

と
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
当
選
人
の
違
反
行
為
の
有
無
及
び
罰
則
の
該
当
に
つ
い
て
の
認
定
判
断
は
、

「
専
ら
刑
事
上
の
訴
追
と
そ
の
結
果
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
仮
に
当
該
選
挙
に
関
し
て

公
選
法
上
の
罰
則
に
掲
げ
る
罪
を
客
観
的
に
犯
し
た
と
し
て
も
、
当
選
人
が
そ
の
犯
罪
（
但
し
、
公
選
法
第
251

条
所
定
の
罪
に
限
る
。）
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
限
り
、
当
該
選
挙
に
関
し
て
当
選
人
が
現
実
に

右
罰
則
該
当
の
行
為
を
し
た
と
い
う
事
実
の
み
を
理
由
と
し
て
当
該
当
選
人
の
当
選
無
効
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」（
名
古
屋
高
等
裁
判
所
平
成
４
年
12月
17日
判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
�　
更
に
、
仮
に
当
選
人
の
行
為
が
公
選
法
の
罰
則
に
該
当
す
る
行
為
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
当
選
人
が
同
法
251

条
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
る
等
の
こ
と
の
な
い
以
上
、
そ
れ
が
た
め
に
当
然
に
、
当
選
人
の
当
選
が
無
効
と
な
る

も
の
で
な
い
。」（
最
高
裁
判
所
昭
和
30年
５
月
20日
判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　
⑵
　
当
選
の
無
効
に
つ
い
て
の
判
断

　
　
�　
上
記
⑴
の
と
お
り
、
当
選
の
効
力
に
関
す
る
争
訟
に
お
い
て
は
、
当
選
人
ら
の
行
為
が
選
挙
犯
罪
に
該
当
す
る

か
否
か
を
審
理
判
断
し
て
こ
れ
を
理
由
に
当
選
を
無
効
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
�　
よ
っ
て
、
申
出
人
の
主
張
は
、
い
ず
れ
も
当
選
を
決
定
し
た
機
関
の
構
成
や
決
定
手
続
の
違
反
等
に
関
す
る
も

の
と
は
言
え
ず
、
当
選
無
効
と
な
る
違
法
事
由
に
該
当
し
な
い
こ
と
か
ら
、
当
選
無
効
と
す
る
原
因
と
は
な
り
得

な
い
。

２
　
そ
の
他
の
主
張
等
に
つ
い
て

　
�　
申
出
人
は
、
口
頭
意
見
陳
述
等
に
お
い
て
、
本
件
当
選
人
に
対
し
抱
い
て
い
る
違
法
行
為
の
疑
い
を
本
件
異
議
の

申
出
に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
申
出
人
自
ら
の
主
観
の
域
を
出
な
い
上
に
、「
公
職
選
挙
に
お

い
て
当
選
人
と
決
定
さ
れ
た
者
も
し
く
は
選
挙
運
動
総
括
主
宰
者
等
が
公
選
法
の
い
ず
れ
か
の
罰
則
に
違
反
す
る
行
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人
事
委
員
会

　

人
事
委
員
会
規
則
十
二
―
一
（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

西　
　

條　
　
　
　
　

力　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
二
―
一
―
二
十
六

　
　
　

�

人
事
委
員
会
規
則
十
二
―
一
（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

　

人
事
委
員
会
は
、
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
宮
城
県
条
例
第
六
十
三
号
）

に
基
づ
き
、
人
事
委
員
会
規
則
十
二
―
一
（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
二
一
般
社
団
法
人
東
北
観
光
推
進
機
構
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一
般
財
団
法
人
救
急
振
興
財
団

東
京
都
八
王
子
市

一
般
財
団
法
人
自
治
体
衛
星
通
信
機
構

東
京
都
千
代
田
区

一
般
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会

東
京
都
千
代
田
区

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

東
京
都
中
央
区

一
般
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団

東
京
都
千
代
田
区

一
般
財
団
法
人
地
域
創
造

東
京
都
港
区

一
般
財
団
法
人
地
方
公
務
員
安
全
衛
生
推
進
協
会

東
京
都
千
代
田
区

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

為
を
し
た
か
否
か
、
こ
れ
に
つ
き
如
何
な
る
刑
に
処
す
べ
き
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
同
法
206条

、
207条

所
定
の

手
続
に
お
い
て
異
議
決
定
も
し
く
は
訴
願
裁
決
を
す
る
選
挙
管
理
委
員
会
ま
た
は
当
選
の
効
力
に
関
す
る
裁
判
を
す

る
裁
判
所
は
こ
れ
を
審
理
判
定
す
る
責
務
権
限
を
有
し
な
い
。」（
最
高
裁
判
所
昭
和
35年
９
月
13日
判
決
）
と
さ
れ

て
い
る
た
め
、
当
委
員
会
は
職
権
で
調
査
で
き
な
い
。

　
�　
更
に
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
選
挙
制
度
に
対
す
る
不
満
や
不
備
の
指
摘
等
と
解
さ
れ
る
主
張
を
し
て
い
る
が
、
申
出

人
の
独
自
の
見
解
に
過
ぎ
ず
、
本
件
選
挙
に
お
け
る
当
選
人
の
決
定
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
主
張
す
る
も

の
で
は
な
い
た
め
、
当
選
を
無
効
と
す
る
事
由
に
は
該
当
し
な
い
。

３
　
結
論

　
�　
以
上
の
と
お
り
、
申
出
人
が
主
張
す
る
当
選
無
効
の
異
議
の
申
出
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
。

　
�　
よ
っ
て
、
当
委
員
会
は
、
公
選
法
第
216条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
26年

法

律
第
68号
）
第
45条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
主
文
の
と
お
り
決
定
す
る
。
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５
年
12月
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日
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